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一弓
三
》
蕊

一
一

融
舛
令
亜
》
鵡
恥
》
●
叩
叩
串
唖
一
口
》
叫
韮
》
》
■
》
唖
酔
》
唖
●
鈍
い
賑
》
》
や
い
鈍
恥

》

１
ポ
ス
ト
福
祉
国
家
期
の
政
治
状
況
と
国
家

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
〈
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
〉
を
め
ぐ
る
討
論
は
、
筆
者
が
か
つ
て
紹
介
・
整
理
し
た

（
１
人
）

「
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
今

日
的
展
開
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
具
体
的
に
表
象
さ
れ
て
い
る
の

は
、
一
九
七
九
年
に
政
権
に
つ
い
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
統
治
、
特

に
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
主
と
し

て
フ
ラ
ン
ス
の
経
験
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
た
一
一
コ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ

ス
の
〈
権
威
主
義
的
国
家
主
義
〉
、
西
ド
イ
ツ
の
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヒ
ル

シ
ュ
に
よ
る
〈
フ
ォ
ー
ド
主
義
的
安
全
保
障
国
家
〉
、
ア
メ
リ
カ
の

バ
ー
ト
ラ
ム
・
グ
ロ
ス
の
い
う
〈
笑
顔
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
〉
な
ど
と
同

一
次
元
に
属
し
、
「
新
自
由
主
義
」
「
新
保
守
主
義
」
あ
る
い
は
端

的
に
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
」
「
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
」
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
る
ポ
ス
ト
経
済
成
長
期
・
ポ
ス
ト
福
祉
国
家
期
の
政
治
に
係

わ
る
も
の
で
あ
る
。
無
論
そ
れ
は
、
あ
る
程
度
の
修
正
を
加
え
る
な

ら
ば
、
わ
が
国
の
「
臨
調
行
革
」
や
「
民
間
活
力
」
「
自
立
自
助
」

論
の
台
頭
、
あ
る
い
は
「
新
中
間
大
衆
」
や
「
分
衆
」
の
問
題
と

も
、
つ
な
が
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

〈
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
概
念
は
、
社
会
学
者
ス
チ
ュ
ア

ー
ト
・
ホ
ー
ル
に
よ
り
、
一
九
七
九
年
十
月
の
『
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
．

凡
…
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…
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ト
ゥ
デ
ー
』
誌
上
の
論
文
で
提
起
さ
れ
た
も
の
で
、
後
に
論
集
『
サ

ッ
チ
ャ
ー
-リ
ズ
ム
の
政
治
』
に
収
録
さ
れ
、
多
く
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

（
２
）

社
会
科
学
者
た
ち
に
よ
り
援
用
・
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ル
の
最

も
端
的
な
規
定
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
「
古
典
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
異

な
り
（
す
べ
て
で
は
な
い
が
）
大
部
分
の
形
式
的
代
表
制
度
を
し
か

る
べ
く
保
持
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の
ま
わ
り
に
能
動
的
な
民
衆
的

合
意
（
色
目
創
昌
ぐ
①
冒
冒
毎
吊
８
口
の
①
貝
）
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
、
資
本
主
義
国
家
の
一
例
外
形
態
」
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に

あ
る
の
は
、
世
界
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
内
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
構
造
的

衰
退
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
の
崩
壊
、
社
会
民
主
主
義
的
労

働
党
政
権
の
失
敗
、
政
労
資
の
「
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」

の
機
能
不
全
、
そ
こ
に
つ
け
こ
ん
だ
急
進
右
翼
の
台
頭
、
世
界
的
な

「
新
冷
戦
」
の
巻
き
か
え
し
、
総
じ
て
グ
ラ
ム
シ
が
「
有
機
的
危

機
」
と
よ
ん
だ
性
格
の
資
本
主
義
国
家
の
危
機
で
あ
り
、
危
機
へ
の

右
か
ら
の
応
答
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
な
す
の
は
、
「
家
族
」
「
個

人
」
「
人
種
」
「
規
律
」
「
義
務
」
と
い
っ
た
反
集
産
主
義
的
・
道

徳
主
義
的
言
説
と
、
「
社
会
的
市
場
価
値
」
を
唱
え
「
新
自
由
主

義
」
的
に
社
会
保
障
・
公
的
福
祉
領
域
の
削
減
・
再
私
化
を
す
す
め

外
国
人
労
働
者
や
社
会
的
弱
者
の
き
り
す
て
を
強
行
し
な
が
ら
、

「
小
さ
な
政
府
」
と
は
裏
腹
に
「
法
と
秩
序
」
や
「
国
益
」
の
言
説

で
警
察
力
・
軍
備
は
増
強
す
る
権
威
主
義
的
抑
圧
と
の
結
合
Ⅱ
「
自

由
市
場
／
強
力
な
国
家
／
鉄
の
時
代
」
で
あ
る
。
し
か
も
重
要
な
こ

と
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
的
言
説
が
、
七
九
年
選

挙
や
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
後
の
八
三
年
選
挙
で
、
労
働
者
階
級
を

含
む
広
範
な
民
衆
の
支
持
を
実
際
に
獲
得
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

労
働
組
合
や
左
翼
へ
の
む
き
だ
し
の
敵
意
が
、
長
い
労
働
運
動
の
伝

統
を
も
つ
ほ
か
な
ら
ぬ
イ
ギ
リ
ス
で
政
治
的
喝
采
を
得
「
反
動
的
コ

モ
ン
セ
ン
ス
」
を
組
織
し
て
い
る
ｌ
こ
の
こ
と
が
、
ホ
ー
ル
を
し

て
〈
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
概
念
を
提
起
さ
せ
た
。

（
３
）

こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
現
実
過
程
に
は
た
ち
い
ら
な
い
。

「
戦
後
危
機
国
家
」
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
ヘ
ゲ
モ
’-
-
と

ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
国
家
介
入
に
よ
り
未
曽
有
の
経
済
成
長
を
経
験
し

た
「
経
済
成
長
国
家
」
段
階
を
へ
て
、
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
と
一
九

七
四
’七
五
年
恐
慌
を
機
に
「
過
剰
民
主
主
義
」
「
財
政
危
機
」
を

テ
コ
と
し
た
「
危
機
管
理
国
家
」
段
階
に
入
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
日
本
な
ど
発
達
し
た
資
本
主
義
諸
国
の
比
較

国
家
分
析
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
だ
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
こ
こ

で
は
た
だ
、
ポ
ス
ト
成
長
国
家
、
ポ
ス
ト
福
祉
国
家
期
の
保
守
主
義

的
国
家
再
編
を
〈
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
概
念
で
と
ら
え
よ

う
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
の
問
題
関
心
と
方
法

意
識
の
み
を
、
問
題
に
し
て
承
よ
う
。

ホ
ー
ル
の
発
想
は
、
明
ら
か
に
グ
ラ
ム
シ
に
由
来
す
る
。
特
に
そ

の
、
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ル
ミ
ス
モ
」
「
受
動
的
革
命
」
「
シ
ー
ザ
ー
な

き
シ
ー
ザ
ー
主
義
」
な
ど
「
旧
い
も
の
は
死
に
瀕
し
て
い
る
が
、
新

<権威主義的ポピュリズム＞をめぐって

99



し
い
も
の
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
」
局
面
で
の
国
家
と
社
会
の
権
威
主

義
的
再
編
を
示
す
諸
概
念
が
、
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
「
陣
地
戦
」
と
の

係
わ
り
で
参
照
さ
れ
る
。
ホ
ブ
ズ
ポ
ー
ム
の
表
現
を
借
り
る
な
ら

ば
、
「
世
界
資
本
主
義
の
危
機
は
一
九
三
○
年
以
来
も
っ
と
も
深
刻

な
危
機
に
陥
っ
て
い
る
」
の
だ
が
 
．
 
九
三
○
年
代
と
違
っ
て
、
今

日
左
翼
は
、
危
機
の
な
い
代
わ
る
べ
き
社
会
（
ソ
連
が
そ
う
思
わ
れ

た
よ
う
に
）
を
指
し
示
す
こ
と
も
、
短
期
間
に
危
機
を
解
決
す
る
こ

と
を
お
お
い
に
約
束
し
た
具
体
的
政
策
（
ケ
イ
ン
ズ
学
派
や
同
種
の

政
策
が
当
時
約
束
し
た
と
思
わ
れ
た
よ
う
に
）
を
示
す
こ
と
も
で
き

（
４
）

な
い
」
よ
う
な
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
左
翼
の
閉
塞
状
況
が
、
グ
ラ
ム
シ
の

危
機
分
析
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
〈
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
概
念
に
は
、
よ
り
直
接

的
な
二
つ
の
理
論
的
源
泉
が
あ
る
。
一
つ
は
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ
ス
の

〈
権
威
主
義
的
国
家
主
義
〉
概
念
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
ラ
ク
ロ
ゥ

の
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
研
究
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ

（
５
）

ス
は
、
遺
著
と
な
っ
た
『
国
家
、
権
力
、
社
会
主
義
』
の
な
か
で
、

「
自
由
主
義
国
家
が
資
本
主
義
の
競
争
段
階
と
関
連
し
、
介
入
主
義

国
家
が
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
を
と
り
つ
つ
独
占
資
本
主
義
の
先
行
諸
局

面
と
関
連
を
有
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
さ
に
権
威
主
義
的
国
家

主
義
は
、
支
配
的
諸
国
に
お
け
る
帝
国
主
義
お
よ
び
独
占
資
本
主
義

の
現
局
面
に
照
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
、
「
庇
護

者
国
家
も
し
く
は
福
祉
国
家
の
神
話
の
廃
嘘
」
の
な
か
か
ら
「
国
家

の
危
機
」
と
の
係
わ
り
で
生
じ
て
く
る
、
「
全
体
主
義
」
と
は
異
な

る
「
権
威
主
義
的
国
家
主
義
」
Ⅱ
「
現
局
面
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

共
和
政
の
新
た
な
く
民
主
主
義
的
〉
形
態
」
を
見
て
い
た
。
そ
れ

は
、
「
政
治
的
民
主
主
義
の
諸
制
度
の
決
定
的
衰
退
、
お
よ
び
い
わ
ゆ

る
〈
形
式
的
〉
諸
自
由
ｌ
こ
れ
ら
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
に
な
っ

て
、
〔
左
翼
に
よ
り
〕
そ
の
実
質
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
Ｉ
に
対

す
る
厳
格
か
つ
多
様
な
制
限
と
連
接
し
た
、
国
家
に
よ
る
経
済
Ⅱ
社

会
活
動
の
諸
領
域
全
体
に
対
す
る
独
占
の
進
行
」
と
し
て
先
進
資
本

主
義
国
家
の
一
般
的
特
徴
づ
け
と
さ
れ
て
お
り
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権

の
も
と
で
の
〈
法
と
秩
序
〉
的
反
動
化
、
国
家
機
構
の
権
威
主
義
的

再
編
を
も
示
唆
し
た
も
の
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者

に
受
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ
ス
が
、
そ
の
分
析
を

「
国
家
行
政
の
不
可
抗
的
上
昇
」
に
集
中
し
た
の
に
対
し
て
、
ホ
ー

ル
が
注
目
し
た
の
は
、
こ
の
概
念
に
欠
け
て
い
る
（
と
彼
が
考
え

た
）
国
家
に
よ
る
民
衆
の
合
意
調
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
そ
こ
で

参
照
さ
れ
る
の
が
、
グ
ラ
ム
シ
の
「
ヘ
ゲ
モ
’-
-
」
概
念
が
イ
タ
リ

ア
の
歴
史
過
程
で
具
体
化
さ
れ
た
「
革
命
と
復
古
の
弁
証
法
」
「
受

動
的
革
命
」
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ル
ミ
ス
モ
」
「
倫
理
的
国
家
」
な
ど

で
あ
り
、
ラ
ク
ロ
ウ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
研
究
と

そ
の
延
長
上
に
あ
る
く
階
級
闘
争
〉
と
は
種
差
的
な
く
人
民
・
民
主

主
義
闘
争
（
冒
冒
｝
胃
-号
日
○
負
目
ｏ
胃
匡
開
爾
）
〉
の
概
念
で
あ

ヴ
（
》
◎
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２
 
〈
言
説
／
審
問
〉
理
論
と
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ロ
ウ
の
名
は
、
わ
が
国
で
は
、
そ
の
「
生
産

様
式
の
接
合
」
論
や
ミ
リ
等
ハ
ン
ド
Ⅱ
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ
ス
論
争
へ
の
介

入
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
に
お

け
る
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
（
一
九
七
七
年
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

仕
事
に
は
、
そ
の
副
題
「
資
本
主
義
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
」
に
示
さ
れ
る
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

（
６
）

-
的
研
究
が
含
ま
れ
て
い
た
。
国
家
論
上
で
の
ラ
ク
ロ
ウ
の
一
つ
の

問
題
提
起
は
、
「
階
級
」
の
位
置
す
る
「
生
産
様
式
」
レ
ベ
ル
と
、

諸
生
産
様
式
の
「
接
合
（
胃
胃
巳
昌
。
ロ
）
」
の
う
え
に
政
治
的
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
諸
闘
争
と
国
家
が
位
置
す
る
「
社
会
構
成
体
」
レ
ベ
ル

と
を
、
厳
密
に
区
別
し
た
こ
と
で
あ
る
が
（
単
純
な
こ
と
だ
が
、
一

つ
の
社
会
構
成
体
内
に
は
い
く
つ
か
の
生
産
様
式
が
共
存
し
う
る

が
、
国
家
は
通
常
一
つ
で
あ
る
！
）
、
そ
の
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
研

究
に
お
い
て
ラ
ク
ロ
ウ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を

「
階
級
」
に
還
元
・
帰
属
さ
せ
が
ち
な
従
来
の
諸
研
究
を
批
判
的
に

総
括
し
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
．
ヘ
ロ
ン
主
義
な
ど
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
運
動
を
実
証
的
に
検
討
し
た
う
え
で
、
「
人
民
／
権
力
ブ
ロ
ッ
ク

ｅ
８
豆
①
／
ｇ
葛
閂
匡
○
ｏ
）
」
の
矛
盾
か
ら
生
じ
る
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
〉
を
、
「
人
民
・
民
主
主
義
的
な
審
問
（
旨
蔚
愚
豊
島
○
口
）
概
念
」

と
し
て
再
措
定
し
た
。

〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
は
、
ナ
チ
ズ
ム
に
も
毛
沢
東
主
義
に
も
用
い
ら

れ
、
一
九
世
紀
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
よ
う
に
農
民
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
し
て
も
表
現
さ
れ
る
。
北
米
で
は
都
市
化
と
資
本
主
義
化

へ
反
抗
す
る
小
農
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
南
米
で

は
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
も
民
族
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
反
帝
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
も
動
員
さ
れ
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
・
ド
イ
ツ
で
封
建
領
主
に
、
革

命
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
、
中
国
革
命
で
は
社
会

主
義
に
さ
え
結
び
つ
い
た
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
そ
の
社

会
的
基
盤
や
階
級
的
「
内
容
」
で
は
な
く
む
し
ろ
そ
の
「
形
態
」
で

あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
政
治
的
レ
・
ヘ
ル
で
諸
階
級
が
そ
れ
を
「
接

合
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
階
級
対
立
を
「
中
立
化
」
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
「
人
民
的
伝
統
」
と
結
び
つ
い
て
く
り
か
え
し
長
期

に
も
現
わ
れ
る
か
ら
、
「
近
代
化
」
論
や
単
線
的
「
唯
物
史
観
」
が

想
定
す
る
よ
う
な
「
過
渡
的
」
な
い
し
は
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
（
一
）
「
『
人
民
』

と
権
力
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
矛
盾
は
、
そ
の
了
解
可
能
性
が
生
産
諸
関
係

に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
特
定
の
社
会
構
成
体
を
構
成
す
る

政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
支
配
諸
関
係
の
複
合
に
依
存
す
る
、
敵
対

で
あ
る
」
、
（
二
）
「
生
産
様
式
し
ゞ
ヘ
ル
で
の
支
配
的
矛
盾
が
階
級

闘
争
の
固
有
な
領
域
を
構
成
す
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的
な
社
会
構
成
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体
し
、
ヘ
ル
で
の
支
配
的
矛
盾
は
人
民
・
民
主
主
義
闘
争
の
固
有
の
領

域
を
構
成
す
る
」
、
（
三
）
「
し
か
し
な
が
ら
、
階
級
闘
争
は
人
民

・
民
主
主
義
闘
争
に
対
し
て
優
位
す
る
の
で
、
人
民
・
民
主
主
義
闘

争
は
た
だ
階
級
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
接
合
さ
れ
て
の
み
存
在
す
る
。

し
か
し
ひ
る
が
え
っ
て
い
え
ば
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
階
級
闘

争
は
、
非
階
級
的
諸
審
問
・
諸
矛
盾
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
範
域
上

に
位
置
す
る
た
め
、
階
級
闘
争
は
、
こ
れ
ら
の
非
階
級
的
諸
審
問
・

諸
矛
盾
と
の
接
合
の
た
め
の
敵
対
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
の
承

成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
」

こ
の
視
角
か
ら
す
れ
ば
、
「
民
主
主
義
」
も
諸
階
級
に
よ
り
あ
ら

そ
わ
れ
る
「
人
民
・
民
主
主
義
的
」
審
問
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
マ

ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
「
自
由
主
義
」
と
も
「
社

会
主
義
」
と
も
「
接
合
」
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
 
ヨ
人
民
的
伝
統
』

は
、
階
級
諸
矛
盾
と
は
区
別
さ
れ
る
、
『
人
民
』
と
権
力
ブ
ロ
ッ
ク

の
諸
矛
盾
を
表
現
す
る
、
諸
審
問
の
複
合
を
成
す
」
「
諸
階
級
は
、

彼
ら
の
言
説
（
島
の
８
房
ｅ
の
中
に
人
民
を
接
合
す
る
こ
と
な
し
に

は
、
彼
ら
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し

て
、
あ
る
階
級
が
権
力
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
と
対
決
し
よ
う
と
す
る
場
合

の
、
そ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
主
張
す
る
た
め
の
接
合
の
固
有
の
形
態

が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
支
配
階
級
の
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
」
と
、
「
被
支
配
階
級
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
を
区
別
し
、
前
者

が
人
民
的
審
問
（
例
え
ば
人
種
的
対
立
）
の
革
命
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
「
中
立
化
」
さ
せ
る
ば
か
り
か
あ
る
限
界
内
で
「
発
展
」
さ
せ
よ
う

と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
民
主
主
義
的
審
問
に
内
在
す
る
敵
対
を

自
己
の
階
級
的
言
説
に
接
合
し
最
大
限
の
融
合
を
は
か
る
、
し
た
が

っ
て
「
社
会
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
は
労
働
者
階
級
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
「
最
も
遅
れ
た
形
態
」
ど
こ
ろ
か
「
最
も
発
達
し
た
形
態
」

で
あ
り
、
「
社
会
主
義
に
お
い
て
は
『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』
の
最
高
の

形
態
と
階
級
諸
対
立
の
究
極
的
で
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
解
決
と
が
一

致
す
る
」
と
す
る
。

ホ
ー
ル
が
注
目
し
た
の
は
、
ラ
ク
ロ
ウ
の
〈
言
説
／
審
問
〉
理
論

で
あ
り
、
「
支
配
階
級
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
の
論
理
を
グ
ラ
ム
シ
の

「
民
族
的
人
民
的
次
元
」
「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
」
の
分
析
と
理
論
的
に

「
接
合
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
サ
ッ
チ
ャ
ー
主
義
に
援
用
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ホ
ー
ル
は
ラ
ク
ロ
ウ
の
基
本
理
論
を

受
容
し
な
が
ら
も
、
「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
」
言
説
と
「
人
民
・
民
主

主
義
的
」
言
説
を
区
別
し
、
前
者
を
「
支
配
階
級
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」

に
、
後
者
を
「
被
支
配
階
級
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
に
連
関
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
グ
ラ
ム
シ
の
「
受
動
的
革
命
」
か
ら
学
ぶ
べ
き
は
、
「
伝

統
」
の
根
強
さ
と
そ
の
保
守
性
が
主
と
し
て
支
配
諸
階
級
の
諸
実
践

Ⅱ
審
問
に
効
果
的
に
く
ぷ
こ
ま
れ
う
る
こ
と
で
あ
り
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

の
言
説
が
、
社
会
民
主
主
義
Ⅱ
「
上
か
ら
の
受
動
的
革
命
」
へ
の
民

衆
の
失
望
を
利
用
し
な
が
ら
「
国
家
主
義
」
「
官
僚
制
」
「
社
会
民

主
主
義
」
「
し
の
び
よ
る
集
産
主
義
」
な
ど
を
攻
撃
し
て
否
定
的
極

102



に
追
い
や
り
、
「
所
有
的
個
人
」
「
個
人
の
イ

「
自
由
」
な
ど
の
言
説
を
前
面
に
出
し
て
肯
定

隆

ニ
 
シ
 
ア
 
テ
ィ

典
帽
据
え
て
い
る
の

は
、
階
級
対
立
を
「
中
立
化
」
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
急
進
右
翼
の

「
下
か
ら
の
受
動
的
革
命
」
の
性
格
を
も
帯
び
た
く
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
〉
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
ホ
ー
ル

は
、
「
法
と
秩
序
」
「
コ
モ
ソ
セ
ン
ス
」
「
道
徳
性
」
「
福
祉
」

「
家
族
」
「
人
種
」
な
ど
の
領
域
で
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
言
説
／
審
問

の
、
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
的
に
し
て
〈
権
威
主
義
的
〉
な
性
格
を
抽

出
す
る
。３

 
〈
新
自
由
主
義
〉
〈
新
保
守
主
義
〉
〈
新
右
翼
〉

こ
の
ホ
ー
ル
の
見
解
に
対
し
て
、
八
四
年
秋
の
『
’-
１
-
．
レ
フ

ト
・
レ
ビ
ュ
ー
』
誌
上
で
、
ボ
ブ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
ら
が
批
判
を
加
え

（
７
）

て
い
る
。
批
判
は
大
き
く
三
点
に
な
る
。
第
一
は
、
〈
権
威
主
義
的

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
と
い
う
タ
ー
ム
そ
の
も
の
の
あ
い
ま
い
さ
で
あ

り
、
ホ
ー
ル
が
時
に
そ
の
〈
権
威
主
義
的
〉
側
面
を
強
調
し
、
ま
た

時
に
は
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
的
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま

た
、
〈
上
か
ら
〉
に
も
〈
下
か
ら
〉
に
も
同
じ
概
念
が
両
義
的
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
概
念
と
し
て
は
無
意
味
化
し
て
く

る
。
第
二
は
、
そ
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
主
義
」
で
あ
り
、
〈
言
説
-理

論
ア
プ
ロ
ー
チ
〉
が
サ
ッ
チ
ャ
ー
主
義
の
民
意
動
員
、
典
型
的
に
は

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
析
に
集
中
し
が
ち
で
、
そ

の
経
済
的
基
盤
や
国
家
機
構
の
編
成
な
ど
の
具
体
的
分
析
が
お
ろ
そ

か
に
さ
れ
が
ち
な
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
そ
の
結
果
、
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
し
ば
し
ば
サ
ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
が
「
一
枚
岩
の
怪
物
」

と
し
て
描
き
だ
さ
れ
、
そ
の
内
部
矛
盾
・
試
行
錯
誤
的
性
格
が
捨
象

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
ら
は
、
そ
こ
で
、
ジ
ェ

ソ
ッ
プ
『
資
本
主
義
国
家
』
で
示
さ
れ
て
い
た
方
法
論
を
用
い
、
サ

ッ
チ
ャ
ー
主
義
を
、
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
」
が
「
議
会
制
的

代
表
」
で
も
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
（
機
能
的
）
代
表
」
で
も
正

統
化
し
え
な
く
な
っ
た
「
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
二
重
の
危
機
」
の
も
と

で
登
場
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
多
面
的
水
平
的
諸
階
層
を
す
べ
て
と
り

こ
む
「
一
つ
の
国
民
」
戦
略
か
ら
、
国
民
を
「
生
産
者
／
寄
生
者
」

を
軸
に
「
富
者
／
貧
者
」
「
被
雇
用
者
／
失
業
者
」
「
東
側
世
界
と

西
側
世
界
」
な
ど
の
二
分
法
で
一
面
的
垂
直
的
に
分
断
し
そ
の
対
立

性
を
あ
お
り
た
て
る
．
一
つ
の
国
民
」
戦
略
へ
の
転
換
と
し
て
、
位

置
づ
け
る
。
そ
こ
に
は
、
シ
テ
ィ
Ⅱ
金
融
資
本
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ⅱ
産
業
資

本
な
ど
権
力
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
す
る
資
本
諸
分
派
と
の
関
係
で
も
、

諸
政
党
・
労
働
組
合
と
の
関
係
で
も
矛
盾
が
内
在
し
て
お
り
、
〈
権

威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
領
域
で
の
「
コ

モ
ソ
セ
ン
ス
」
「
政
治
的
論
題
」
「
ヘ
ゲ
モ
’一
-的
企
図
」
「
蓄
積
戦

略
」
「
選
挙
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
な
ど
に
分
節
化
し
て
内
在
的
に
分
析

さ
れ
、
そ
の
う
え
で
政
治
的
・
制
度
的
分
析
に
よ
り
補
わ
れ
な
け
れ
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ぱ
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
無
論
そ
れ
は
、
政
治
変
革
の
展
望
と
も
係

わ
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
視
角
か
ら
す
れ
ば
、
「
一
つ
の
国
民
」
か
「
二
つ
の
国

民
」
か
と
い
う
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
企
図
」
レ
ベ
ル
以
外
で
も
、
サ

ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
の
注
意
深
い
内
在
的
分
析
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

点
で
示
唆
的
な
の
は
、
ラ
ク
ロ
ウ
の
共
同
研
究
者
で
グ
ラ
ム
シ
研
究

で
知
ら
れ
る
シ
ャ
ン
タ
ル
・
ム
ー
フ
ェ
の
「
民
主
主
義
と
新
右
翼
」

（
８
）

と
題
す
る
論
文
で
あ
る
。
彼
女
は
、
今
日
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
状
況
を
、

〈
自
由
民
主
主
義
〉
に
内
在
す
る
「
自
由
主
義
信
一
「
民
主
主
義
」
の

矛
盾
が
危
機
の
も
と
で
顕
在
化
し
再
編
さ
れ
た
う
え
で
の
、
〈
自
由

保
守
主
義
〉
の
台
頭
と
と
ら
え
る
。
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の

〈
自
由
民
主
主
義
〉
は
、
「
福
祉
国
家
」
の
も
と
で
は
さ
し
あ
た
り

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
保
護
・
促
進
を
意
味
す
る
「
自
由
主
義
」
と
社

会
的
平
等
・
政
治
的
参
加
を
意
味
す
る
「
民
主
主
義
」
と
の
潜
在
的

矛
盾
を
「
中
立
化
」
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
危
機
に
直
面
し
て

「
新
し
い
コ
モ
ン
セ
ン
ス
」
を
創
出
し
よ
う
と
〈
自
由
保
守
主
義
〉

へ
と
再
編
さ
れ
た
。
し
か
し
〈
自
由
保
守
主
義
〉
自
体
が
．
枚
岩
」

で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
、
フ
リ
ー
ド
ル
瞳
・
ハ
イ
エ
ク
、
ミ
ル
ト

ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
の
〈
新
自
由
主
義
〉
、
日
米
欧
委
員
会
報
告

や
ダ
’三
ル
・
ゞ
ヘ
ル
に
み
ら
れ
る
〈
新
保
守
主
義
〉
、
そ
れ
に
フ
ラ

ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
み
ら
れ
る
〈
新
右

翼
〉
の
、
三
つ
の
種
差
的
で
相
互
の
矛
盾
も
は
ら
ん
だ
源
泉
を
も
つ

そ
れ
ら
の
複
合
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
お
け
る
再

定
義
を
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
〈
新
自
由
主
義
〉
は
、
か
つ
て
の

〈
自
由
民
主
主
義
〉
の
審
問
か
ら
「
個
人
的
自
由
」
「
経
済
的
自
由
」

を
「
政
治
的
自
由
」
と
切
り
は
な
し
て
市
場
的
に
純
化
し
、
「
経
済

的
自
由
も
民
主
主
義
も
な
い
全
体
主
義
レ
ジ
ー
ム
」
は
拒
否
す
る
が

「
民
主
主
義
は
な
い
が
経
済
的
自
由
は
存
在
す
る
権
威
主
義
レ
ジ
ー

ム
」
は
許
容
し
う
る
と
こ
ろ
ま
で
「
民
主
主
義
」
観
を
変
化
さ
せ

た
。
〈
新
保
守
主
義
〉
は
、
「
平
等
」
概
念
の
レ
ベ
ル
で
、
六
○
年
代

の
「
機
会
の
平
等
か
ら
結
果
の
平
等
へ
」
「
個
人
の
平
等
か
ら
集
団

の
平
等
へ
」
の
シ
フ
ト
を
「
民
主
主
義
の
統
治
不
可
能
性
Ⅱ
過
剰
」

「
荷
重
超
過
」
を
根
拠
に
逆
転
さ
せ
「
社
会
的
平
等
・
正
義
」
の
理

念
を
捨
て
て
、
「
政
治
的
参
加
」
の
制
限
を
合
理
化
し
よ
う
と
す

る
。
〈
新
右
翼
〉
に
い
た
る
と
、
「
差
異
Ⅱ
不
平
等
Ⅱ
自
由
」
「
平
等

Ⅱ
同
一
性
Ⅱ
全
体
主
義
」
の
等
式
で
「
平
等
」
理
念
そ
の
も
の
を
攻

撃
し
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
支
配
の
必
要
を
公
然
と
主
張
す
る
。
こ
う

し
て
〈
自
由
保
守
主
義
〉
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
福
祉
国
家
」
や
ア
メ

リ
カ
で
の
「
貧
困
と
の
闘
争
」
の
時
代
に
「
対
抗
文
化
」
「
寛
容
社

会
」
「
集
産
主
義
国
家
」
に
対
し
て
中
間
層
や
一
般
民
衆
が
抱
い
て

い
た
保
守
的
不
安
・
不
満
の
感
情
を
最
大
限
に
動
員
し
、
反
国
家
主
義

・
反
集
産
主
義
の
「
右
翼
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
結
び
つ
く
。
そ
れ

は
、
長
く
「
経
済
主
義
的
・
国
家
主
義
的
社
会
主
義
」
「
左
翼
ケ
イ

ン
ズ
主
義
」
に
執
着
し
て
き
た
社
会
主
義
勢
力
へ
の
右
か
ら
の
「
道
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徳
的
文
化
的
攻
勢
」
で
あ
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
人
種
差
別
の
審
問

を
接
合
し
う
る
、
「
参
加
」
や
非
国
家
主
義
的
な
「
社
会
生
活
の
民

主
化
」
を
包
摂
し
う
る
、
「
社
会
主
義
」
と
「
民
主
主
義
」
の
新
た

な
概
念
化
を
要
請
し
て
い
る
の
だ
、
と
。
こ
の
分
節
的
説
明
で
、

「
小
さ
な
政
府
」
を
主
張
す
る
〈
新
自
由
主
義
〉
や
〈
マ
ネ
タ
リ
ズ

ム
〉
が
な
に
ゆ
え
に
〈
新
右
翼
〉
の
主
張
す
る
「
強
力
な
国
家
」
と

〈
接
合
〉
さ
れ
る
の
か
が
、
ま
た
そ
こ
に
は
労
働
者
〈
階
級
〉
と

「
人
民
・
民
主
主
這
勢
力
が
衝
く
べ
き
矛
盾
も
は
ら
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
る
。

４
む
す
び
に
代
え
て

イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
の
討
論
は
、
ま
だ
継
続
中
で

あ
る
。
〈
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
概
念
そ
の
も
の
が
、
い
わ

ぱ
新
し
い
情
勢
の
総
括
的
表
象
に
す
ぎ
ず
、
論
争
的
な
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
討
論
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
共
通
の
了
解

が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一

は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る
統
治

の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
、
決
し
て
一
時
的
な
ポ
ー
ズ
で
は
な
く
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
資
本
主
義
国
家
の
一
段
階
を
画
す
る
形
態
的
変

容
（
筆
者
の
考
え
で
は
「
経
済
成
長
国
家
」
か
ら
「
危
機
管
理
国

家
」
へ
）
の
突
出
し
た
表
現
で
あ
り
、
民
主
主
義
勢
力
・
社
会
主
義
勢

力
へ
の
本
格
的
で
全
面
的
な
反
撃
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
が
国
家
の
位
置
す
る
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
審
級
・
次
元
で
と
り
わ
け
攻
勢
に
で
て
お
り
、
「
ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
」
「
言
説
／
審
問
」
の
問
題
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
こ
う
し
た
し
。
ヘ
ル
で
の
〈
階
級
闘

争
〉
は
、
外
国
人
労
働
者
・
婦
人
・
青
少
年
・
障
害
者
な
ど
社
会
的

●
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踵
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政
治
的
弱
者
の
問
題
、
環
境
・
自
然
保
護
や
反
核
な
ど
人
類
的
で
グ

ロ
ー
ゞ
ハ
ル
な
運
動
、
総
じ
て
〈
人
民
・
民
主
主
義
闘
争
〉
と
の
〈
接

合
〉
な
し
に
は
、
社
会
的
辺
境
に
追
い
や
ら
れ
孤
立
し
て
し
ま
う
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論

と
社
会
主
義
像
も
、
深
刻
な
反
省
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い
問
題

設
定
・
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
日
本
の
唯
物
論
者
が
い
か
に
受
け
と
め
る
べ
き
か
、
と

問
う
こ
と
は
、
実
は
、
今
日
の
日
本
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
状
況
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
、
首
相
プ
レ
ー
ン
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
か
ら
、
臨
教
審

や
右
派
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
う
ち
だ
さ
れ
る
、

支
配
的
な
言
説
／
審
問
と
い
か
に
対
決
し
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と

と
、
ほ
と
ん
ど
同
義
な
の
で
あ
る
。

（
１
）
 
拙
稿
「
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
の
国
家
論
と
政
治
学
」
、
日
本
政
治
学

会
編
『
現
代
国
家
の
位
相
と
理
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
。

（
２
）
 
以
下
を
参
昭
。
切
閏
四
曼
冨
・
旨
８
口
①
の
①
８
．
ゞ
目
ぎ
 
ぎ
胃
冒
旦

圏
琴
息
３
、
吟
ミ
管
思
路
．
切
国
ロ
ー
勺
○
壱
巳
胃
-ロ
①
日
Ｃ
Ｑ
胃
旨
ぐ
の
シ
ロ
昏
○
-

国
冨
凰
四
口
勺
○
℃
巳
諒
日
萱
冒
管
鈩
．
国
巨
具
の
具
》
』
合
、
嵐
吻
曽
目
菖
凰
。
、
ミ
○
-

Ｇ
、
昌
向
夢
 

吟
唾
α
こ
。

（
３
）
 
小
林
丈
児
「
戦
後
イ
ギ
リ
ス
政
治
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
」
、
『
科
学

と
思
想
』
五
四
号
、
一
九
八
四
年
十
月
。
同
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
の
現

（
５
）
 
Ｎ
・
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ
ス
『
国
家
、
権
力
、
社
会
主
義
』
（
田
中
／
柳

内
訳
）
、
ユ
ニ
テ
、
一
九
八
四
年
、
第
四
章
。

（
６
）
以
下
、
画
冒
ｏ
盲
屋
．
ぎ
ぎ
目
員
ミ
 
ミ
宛
。
言
亀
 
曽
』
昏
胃
首

閨
毒
８
、
ど
〉
ご
司
司
ａ
彦
四
口
 
今

（
７
）
 
国
帝
加
の
ｏ
旦
嗣
．
国
○
口
昌
輿
庁
而
．
国
８
門
己
①
ミ
貝
匡
巨
四
 
シ
匡
讐
○
国
目
尻
茜
旨

弔
○
℃
昌
厨
目
》
目
尋
Ｏ
 
ｚ
ｇ
さ
ロ
の
四
目
二
目
』
国
甘
屋
①
吋
芦
⑳
日
．
旨
、
之
宵
こ
い
へ
津

淘
§
§
ご
》
ｚ
ｏ
』
合
 
命
ｇ
ご
○
９
．
ｓ
震
）
．
な
お
、
「
言
説
／
審
問
」
「
人

民
・
民
主
主
義
闘
争
」
な
ど
の
含
意
を
含
め
、
Ｂ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
『
資
本

主
義
国
家
』
（
田
口
／
中
谷
／
加
藤
／
小
野
訳
）
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九

八
三
年
、
を
も
参
照
。

（
８
）
 
。
旨
○
巨
球
の
画
己
①
ｇ
ｏ
ｏ
３
ｏ
望
画
ロ
旦
暮
の
ｚ
の
葛
 
国
頤
胃
曹
旨
雨
冨
、
畔
-
２

国
員
ざ
ｇ
、
．
ｚ
ｏ
Ｌ
．
岳
望
．
な
お
、
新
著
固
冒
ｏ
匿
具
ｐ
冨
○
匡
魚
①
》

国
哨
営
。
ミ
ロ
謹
凰
砕
凰
良
曽
 
騨
首
尽
電
ゞ
ら
観
．
で
は
、
「
民
主
主
義

闘
争
」
と
「
人
民
闘
争
」
と
を
区
別
し
て
論
じ
て
い
る
。

（
か
と
う
て
つ
ろ
う
 
一
橋
大
学
・
政
治
学
）

凰
庁
四
国
四
口
 
弔
昌

、
、
Ｒ
ｎ
ご
・
』
＠
ｍ
Ｐ

と
思
想
』
五
四
号
、
一
九
八
四
年
十
月
。
同

状
」
、
『
経
済
』
一
九
八
五
年
一
月
、
参
照
。

（
４
）
 
Ｅ
・
ホ
ブ
ズ
ポ
ー
ム
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

治
』
六
三
二
号
。

左
翼
の
現
状
」
、
『
世
界
政
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